

























































































ミニストップの 4 社は国内でそれぞれ 1 位、 3 位、 2 位、 5 位を占めて
いる。このなかでは、セブンイレブンは日本以外世界の15カ国及び地域
に進出しており、約39,234店の店舗網を有する。これは国内の店舗数と
は 2 倍以上となる。次に店舗網が 2 番目に大きいのはファミリーマート





















　 2 ． アセアンのなかでも特に、タイ、インドネシアにおいて、セブン
イレブンはどのように進出しているのか。
　 3 ． セブンイレブンはどのような戦略でタイ、インドネシアに進出し
たのか。
　以上のような目的を達成するために、下記の構成で研究を進めていく。

















　上 記 の 4 社 が 進 出 しているアセアン 諸 国（ASEAN）はAssociation of 


















































5 月策定、1979年 4 月改訂
（12）
）」。
　このような 定 義 からすると、フランチャイズ 方 式 というのはフラン
チャイザーとフランチャイジーとの関係が設立されたうえで生まれるも
















































































































最も多い国のランキングは表 2 － 1 で示している
（21）
。この表を見ると、10
カ国の中、アジア 4 カ国、南北アメリカ 3 カ国、ヨーロッパ 3 カ国であ
る。また、チェーン数でみると、第一位に占めているのはアジアの中国
であるが、店舗数でみるとアメリカが圧倒的多いのである。































ば、2010年度の全世界のフランチャイズ展開の可能性をみる（表 2 － 2
参照）。






オートモーティブ 38,340 182 36.4 4,461.9
商業住宅サービス 57,007 230 38.2 4,682.6
ファストフード店 192,827 3,343 203.6 24,957.3
レストラン 48,609 1,066 64.0 7,845.1
食品小売業 70,722 853 67.5 8,274.2
客舎 31,287 627 62.7 7,685.8
不動産 41,630 160 22.8 2,794.8
製品小売業及び
サービス
88,312 577 50.5 6,190.3
経営サービス 231,669 1,420 189.6 23,241.2
個人サービス 100,151 1,101 132.8 16,278.6





























































































































































1983 512 67,578 3,443,539 289,314,590 1.2
1984 588 14.8 86,908 28.6 3,985,910 15.8 307,498,710 1.3
1985 596 1.4 89,267 2.7 4,515,362 13.3 330,260,580 1.4
1986 617 3.5 99,579 11.6 5,160,834 14.3 345,644,500 1.5
1987 626 1.5 104,488 4.9 5,939,078 15.1 359,458,420 1.6
1988 626 0.0 113,267 8.4 6,357,701 7.0 386,427,790 1.6
1989 666 6.4 118,650 4.8 8,013,949 26.1 416,245,860 1.9
1990 680 2.1 123,365 4.0 8,857,254 10.5 449,392,300 1.9
1991 688 1.2 127,821 3.6 10,158,676 14.7 476,430,980 2.1
1992 703 2.2 131,506 2.9 10,936,852 7.7 487,961,510 2.2
1993 714 1.7 139,788 6.3 11,421,647 4.4 490,934,250 2.3
1994 734 2.8 146,045 4.5 12,254,036 7.3 495,743,500 2.5
1995 755 2.9 158,233 8.3 13,058,716 6.6 501,706,900 2.6
1996 803 6.4 177,196 12.0 14,181,817 8.6 511,934,800 2.8
1997 890 10.8 189,556 7.0 15,175,989 7.0 523,198,300 2.9
1998 923 3.7 192,450 1.5 16,190,025 6.7 512,438,600 3.2
1999 968 4.9 195,335 1.5 16,585,846 2.4 504,903,100 3.3
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2000 1,048 8.3 205,609 5.3 16,871,437 1.7 509,860,000 3.3
2001 1,049 0.1 209,980 2.1 16,996,271 0.7 505,543,300 3.4
2002 1,063 1.3 215,710 2.7 17,368,873 2.2 499,147,000 3.5
2003 1,074 1.0 220,710 2.3 17,868,851 2.9 498,854,700 3.6
2004 1,088 1.3 225,957 2.4 18,722,286 4.8 503,725,400 3.7
2005 1,146 5.3 234,489 3.8 19,388,888 3.6 503,903,000 3.8
2006 1,194 4.2 235,440 0.4 19,603,579 1.1 506,687,000 3.9
2007 1,246 4.4 235,686 0.1 20,303,777 3.6 512,975,200 3.9
2008 1,231 -1.2 230,822 -2.1 20,808,749 2.5 501,209,300 4.1
2009 1,206 -2.0 231,666 0.4 20,803,124 -0.03 471,138,600 4.4
2010 1,233 2.2 234,146 1.1 21,381,415 2.8 482,676,900 4.4
2011 1,260 2.2 238,838 2.0 21,616,660 1.1 471,578,700 4.6
2012 1,286 2.1 245,263 2.7 22,228,691 2.8 475,331,600 4.7
2013 1,304 1.4 252,514 2.9 23,477,314 5.6 480,130,500 4.9
出所：JFA フランチャイズ・チェーン統計調査 （1983 年度-2013 年度）により作成
SNA（国民経済計算マニュアル）に基づいたデータ
（35）




表 2 － 4 ：年次別業別のチェーン数・店舗数・売上高（1983年度 ‐ 2013年度）
年次
チェーン数 店舗数 売上高（百万円 ）
小売業 外食業 サービス業 小売業 外食業 サービス業 小売業 外食業 サービス業
1983 172 266 74 26,653 31,307 9,558 1,813,617 1,156,140 473,782
1984 188 281 119 26,959 33,154 26,795 1,869,593 1,500,644 615,673
1985 195 267 134 27,595 35,484 26,188 2,327,010 1,677,460 510,892
1986 199 291 127 29,421 35,452 34,706 2,879,582 1,791,460 489,79
1987 202 294 130 29,330 36,111 39,047 2,903,973 2,441,765 593,340
1988 203 288 135 28,945 36,510 47,812 3,534,834 2,121,519 701,348
1989 235 292 139 35,346 36,621 46,683 4,704,391 2,408,991 900,567
1990 239 302 139 37,961 37,486 47,918 5,414,632 2,450,275 992,347
1991 237 305 146 41,424 37,109 49,288 6,269,941 2,672,188 1,216,547
1992 258 297 148 45,613 36,789 49,104 7,039,794 2,617,850 1,279,208
1993 257 299 158 47,864 38,342 53,582 7,412,898 2,712,999 1,295,750
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1994 263 316 155 49,660 38,071 58,314 8,089,770 2,810,669 1,353,597
1995 271 325 159 55,371 38,994 63,858 8,694,161 2,915,451 1,449,104
1996 301 333 169 61,683 41,582 73,931 9,448,043 3,124,300 1,609,474
1997 318 371 201 64,057 45,239 80,260 10,109,276 3,350,791 1,715,922
1998 335 368 220 67,503 45,039 79,908 10,943,277 3,382,146 1,864,602
1999 301 359 308 70,061 43,886 81,388 10,216,146 3,254,620 3,115,080
2000 326 381 341 71,786 46,012 87,811 11,132,191 3,245,870 2,493,376
2001 319 397 333 74,926 48,676 86,378 11,214,280 3,622,077 2,159,914
2002 338 417 308 77,202 51,219 87,289 11,643,546 3,606,734 2,118,593
2003 341 427 306 79,498 53,322 87,890 11,912,126 3,736,077 2,220,647
2004 328 442 318 81,780 55,000 89,177 12,476,410 3,841,455 2,404,421
2005 344 467 335 85,035 56,865 92,589 12,759,187 4,060,821 2,568,880
2006 346 497 351 85,582 56,188 93,670 12,967,526 4,075,068 2,560,985
2007 340 540 366 85,333 55,465 94,888 13,607,958 4,036,484 2,659,335
2008 333 533 365 88,374 54,316 88,132 14,445,564 3,939,402 2,423,783
2009 330 512 364 89,680 54,426 87,560 14,467,466 3,932,675 2,402,983
2010 333 518 382 90,632 54,757 88,757 15,028,012 3,887,024 2,466,379
2011 332 529 399 93,572 54,798 90,468 15,306,017 3,771,580 2,539,063
2012 340 538 408 97,133 56,773 91,357 15,705,058 3,910,196 2,613,437
2013 345 550 409 101,660 57,683 93,171 16,454,616 4,032,968 2,989,730























全業界 1,304 全業界 252,514 全業界 23,477,314
小売業 345 小売業 101,660 小売業 16,454,616
割合（％） 26.5 割合（％） 40.3 割合（％） 70.1

























































































































































増減CVS 小売業 外食業 サービス業
韓国 14 9,170 2 117 97 9,386 34.8 965
米国 16 6,994 9 154 3 7,160 26.5 6,957
台湾 22 2,820 7 417 59 3,303 12.2 171
中国 27 1,572 20 1,008 15 2,615 9.7 656
フィリピン 8 329 0 1,943 1 2,273 8.4 44
タイ 16 724 4 511 0 1,239 4.6 167
カナダ 4 477 0 11 0 488 1.8 482
香港 15 0 1 153 2 156 0.6 16
シンガポール 11 0 3 118 0 121 0.4 17
インドネシア 9 50 0 64 23 137 0.5 85
その他 12 28 15 46 1 90 0.3 5








































































































































































































































































　現在、セブンイレブンの物流システムは表 3 － 1 で示されている。こ
の表で見ると、商品はカテゴリーに応じて定温、常温、 5 ℃、－20℃等
に分けて配送されている。こうして、雑貨、加工品、冷凍品以外、鮮度





表 3 － 1 ：カテゴリー別・温度帯別共同配送一覧
配送方法 配送温度 納品頻度 商品、カテゴリー
1 米飯共同配送 20℃管理 3 回／日 弁当、おにぎり、焼きたてパン等




－20℃管理 週 3 － 7 回 冷凍食品、アイスクリーム、ロックアイ
ス等
4 常温一括配送 常温管理 週 7 回 ソフトドリンク、カップ麺、酒類、雑貨
類等













































　日 本 のコンビニ 業 界 において、セブンイレブン、ローソン、ファミ
リーマート 3 社の規模は全チェーンの約 7 割以上を占めており、最大手
3 社と知られている（表 3 － 2 参照）。このなか、セブンイレブンの規模
が最も大きく、業界のトップチェーンとして知られている。





セブンイレブン 3,781,267 38.3 16,319 30.6
ローソン 1,945,394 19.7 11,606 21.8
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ファミリーマート 1,862,728 18.9 10,547 19.8
計 7,589,389 76.9 38,472 72.2





調べていた。この結果は表 3 － 3 で表示されている。この結果では、ほ
とんどの評価ではセブンイレブンが圧倒的に高く評価されている。




全体 999 86.6 18.9 8.4 5.6 10.5 12.2 7.8 14.7 18.1 3.6
セブンイレ
ブン
404 83.9 28.5 11.1 10.9 12.4 10.9 4.7 18.6 19.6 3.2
ローソン 227 91.2 13.7 4.4 1.3 10.1 15.4 12.3 17.6 16.7 3.1
ファミリー
マート
171 83.6 11.7 7.0 2.9 8.2 10.5 12.3 13.5 19.3 6.4
通勤先近く全体 745 83.6 21.2 7.9 6.8 7.8 9.3 5.1 10.2 15.2 3.2
セブンイレ
ブン
277 83.0 31.0 7.9 10.5 8.7 8.7 3.2 14.8 18.1 3.2
ローソン 178 86.5 16.9 5.1 3.9 6.2 10.7 9.6 10.1 10.1 1.7
ファミリー
マート












ることがわかる（表 3 － 4 参照）。この表では、同社のフランチャイズ店
の割合は 9 割以上を占めており、年々拡大する傾向にある。













2004 2,440,853 2,319,544 95.0 10,826 10,048 92.8
2005 2,498,754 ― ― 11,310 10,404 92.0
2006 2,533,534 ― ― 11,735 10,730 91.4
2007 2,574,306 ― ― 12,034 11,230 93.3
2008 2,762,557 ― ― 12,298 11,584 94.2
2009 2,784,997 2,657,774 95.4 12,753 12,140 95.2
2010 2,947,606 2,839,680 96.3 13,232 12,789 96.7
2011 3,280,512 3,189,317 97.2 14,005 13,607 97.2
2012 3,508,444 3,416,986 97.4 15,072 14,638 97.1
















これを2013年時点では16,319店で、全業界の 3 割強を占めていた（表 3
－ 2 参照）。これはローソンとファミリーマートと比べ圧倒的な規模と
なった。そして、売上高でみても約38.3％を占めていた（表 3 － 2 参照）。
また、平均販売売上高（日販）でみると、同社は66.4万円となったに対し、











































































































ける各社の海外展開は表 3 － 5 で示されているのである。










日本 18,099 11,475 12,276 2,195 44,045




カナダ 502 502 
韓国 7,709 2,179 9,888
中国 2,128 1,467 507 59 4,161
台湾 5,018 2,973 7,991
タイ 8,510 1,123 32 9,665
フィリピン 1,479 117 519 2,115
マレーシア 1,883 1,883
シンガポール 468 468
インドネシア 189 25 49 6 269





海外合計 39,234 5,790 591 2,787 48,402
合計 57,333 17,265 12,867 4,982 92,447














































































































タイ マレーシア ノルウェー インドネシア
台湾 フィリピン スウェーデン UAE 












表 4 － 1 ：日本企業の進出国Top10
No 国名 件数 No 国名 件数
1 中国 6,091 件（24.2%） 6 台湾 989件（3.9%）
2 アメリカ 2,276件（13.4%） 7 インドネシア 862件 （3.4%）
3 タイ 1,853件 （7.4%） 8 イギリス 847件 （3.4%）
4 香港 1,220件 （4.6%） 9 マレーシア 829件 （3.3%）
5 シンガポール 1,111件 （4.4%） 10 韓国 815件 （3.2%）




























GDPでは、アセアンは2013年度では 2 兆4,065億円で、世界の 2 ％の規
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模であったが、2019年になると 3 兆6,084億円となり、世界の 3 ％へ上
昇する見通しである。この中で、規模が最も大きい国は順番にインドネ











る。しかも、表 4 － 2 で表示されている2000～2010年の成長率からみる
と、これらの国の経済の規模が拡大していると考えられる。そして、
GDPに占める消費支出の割合は過半で、相当高い指数である（表 4 － 2
参照）。











中国 10.5 10.3 34.0
ベトナム 6.5 7.2 68.0
インド 9.7 7.1 56.0
インドネシア 6.0 5.2 57.9
フィリピン 7.0 4.8 72.0
マレーシア 6.7 5.0 50.7






































































































（資料） 都 市 化 率 はUnited Nations、World Urbanization Prospects: The 




















的に大きいことはこれらの国における共通の特徴である。図 4 － 3 で
は、シンガポールを除き、他の 5 カ国は伝統的の割合はきわめて高い。






。表 4 － 4 では、国別
の小売の特徴が示される。





















・ 伝 統 小 売 を 使 いつつ、 大 型





・ 徐々に 近 代 化 しているが、バイ
ク利用のため大型ショッピング











・ 休 日 は 自 動 車 でハイパーマー




































（Tesco Lotus Express）、または地場企業が営業するフレッシュマート（Fresh 





























　シンガポールにおいては、日 系 のセブンイレブンや 政 府 系 のNTUC
フェア・プライスが 経 営 する「チアーズ」（Cheers）やガソリン 併 設 の

































表 4 － 5 ：アセアンにおける代表的なコンビニチェーン
国 日系コンビニチェーン 他の外資チェーン 地場のチェーン
タイ











△ Max Valu Tanjal △ トップスデイリー △
インドネシア





ファミリーマート △ エーエムピーエム △ アルファミデイ △




（Indomaret Point）、 ア ル
フ ァ エ キ ス プ レ ス（Alfa 
Express）
△











フィリピン セブンイレブン ◎ サークルK △ アルファマート △
ミニストップ ○
ファミリーマート
ベトナム ファミリーマート ◎ ビーズマート ○ コ ー オ ッ プ フ ー ド（Co.





ミニストップ △ サークルK △
◎：第 1 位　　○：第 2 位　　△：第 3 位から
出所：「アジア小売市場の実態調査」により作成














































































































































































Pokphand） が 運 営 している 日 系 コンビニのセブンイレブン、Ek-Chai 

































ルファーミディ」などである。外 資 系 のコンビニはセブンイレブン、
























































。当 時 サウスランドは 現 地 パートナーであるチャロン・ポカパング





















合は48.2％であった（表 5 － 1 参照）。

































成長率を果たしている（表 4 － 7 参照）。









































































































































































































表 5 － 1 ：タイのセブンイレブンの店舗数（2005年～2014年）
年次 全店舗 直営店 比率（％） フランチャイズ店 比率（%）
2005 3,311 1,931 58.3 1,191 36.0
2006 3,785 2,119 56.0 1,449 38.3
2007 4,279 2,463 57.6 1,561 36.5
2008 4,778 2,671 55.7 1,813 37.9
2009 5,270 2,794 53.0 2,130 40.4
2010 5,790 2,834 48.9 2,541 43.9
2011 6,276 2,926 46.6 2,884 45.9
2012 6,822 2,984 43.7 3,320 48.7
2013 7,429 3,248 43.7 3,593 48.4






















2005 50132/ 1 169,446 ―
2006 66,055 223,314 ―
2007 77,458 261,864 17.3
2008 92,959 314,269 20.0
2009 109,105 368,854 17.4
2010 131,656 445,093 20.7
2011 152,073 514,117 15.5
2012 184,799 624,755 21.5
2013 217,495 735,291 17.7
2014 228,996 774,173 5.3
出所：CPオールのアニュアルレポートにより作成。
























入 規 制 もあることで、 1 日 1 回 がほとんどである。当 初 はバンコクに
3 ヵ所を設置していたが、徐々に 7 ヵ所へ増加してきた。また、近年、
CPオールは2017年まで200～300店を受け持つ地域ごとの物流センター
を14ヵ所へ拡大するよう努力し、それに、配送回数を需要の大きい店舗













3 参照）。全業界においては 4 位をしめている。また、店舗数を見ると、


















イレブンのリテールコンセプトを 設 立 するため、PTモデルンインタナ
ショナル（あるいはモデルンプトラインドネシア）がミニマーケット 及 びク













































































10億 ルピア 10億円 百万円
2011 319.2 2.88 2,880
2012 508.1 4.59 4,590 59.4
2013 778.3 7.03 7,030 53.2





























































































































































































　タイはセブンイレブンの 店 舗 数 がもっとも 多 い 国 である（表 3 - 5 参
照）。また、インドネシアには日系コンビニの進出が遅いが、同国のコ
ンビニ市場が急激に発展してきた。この 2 カ国でも、商品の品揃え以外




























































































総計 1,304 18 252,514 7,251 103.0% 23,477,314 105.6%
小売業 345 5 101,660 4,527 104.7% 16,454,616 104.8%
（うちCVS） 26 1 52,902 2,696 105.4% 9,613,971 102.5%
外食業 550 12 57,683 910 101.6% 4,032,968 103.1%








（ 3 ） 　 「JFA フランチャイズ・チェーン統計調査」の統計によると、2013年には小
売業の全店舗数の中、コンビニが約52％を占めており、売上高では約70.1％を
しめていた。




（ 6 ）　同上 3 頁。
（ 7 ）　若松勇「ASEAN小売業は“もてなし”の現地化を」ジェトロセンサー 7 月号
（2013年）61頁。
（ 8 ）　2015年時点、海外店舗数ではタイには9,665店があり、日本に次ぐ規模となっ
た（表 3 － 5 参照）。













ローソンは2003年から中国へ進出し始めた。2015年 2 月時点進出先が 4 カ国・
地域であり、店舗数が591店に留まっていた。ミニストップが2015年11月に海
外で2,787店舗を展開しているが、ファミリーマートは5,790店を展開していた。
　　 これらのデーターはコンビニ 4 社のホームページにより取得した。






























































ンチャイズの概要と特徴」ホーチミン市モー大学科学雑誌 4 号 ［27］（2012年）
53－54頁。
　　 Nguyễn Khánh Trung, Trần Thị Kim Phương, “Khái niệm và đặc trưng của nhượng 
quyền thương mại tại Việt Nam”, Tạp chí khoa học trường Đại học Mở Thành phố Hồ 
Chí Minh – Số 4  ［27］,  （2012）, p 53－ 54。
（21）　グエン・カイン・チュン「フランチャイズによる競争」発展＆統合雑誌 5 号
［15］（2012 年 7 － 8 月）40 頁。Nguyễn Khánh Trung, “Cạnh tranh bằng nhượng 
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